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1. はじめに

中国 ・黄河の下流域では，急速な経済発展にともなう水利用の増大により， 1990年代より

断流が頻繁に発生するようになった．この黄河断流は河川流量の減少とそれにともなう

栄養塩類の激海湾への供給量減少および黄河デルタ地域の地下水の水質等に影響を与え

ていることが想定される．また黄河デ、ルタは近年河口の位置の変遷による堆積 ・侵食を

繰り返しており このような堆積環境の大きな変化は沿岸域の地下水－河川水－海水相

互作用に影響を与えている可能性がある．

本研究では，近年におけるこれらの急激な水環境変化が，黄河下流域から沿岸域までの

物質循環に与える影響を明らかにすることを念頭に置き，黄河デ、ルタ地域において，鉛直

方向および水平方向で、の地下水の水質プロファイル解析を行い，特に溶存窒素に注目し，

その動態について明らかにすることを目的とした．

2. 調査地域および方法

図 1に，調査地域の概要を示す．調査の対象としたのは，図中に白丸で示した，黄河デル

タ地域に分布する掘抜き井戸（Nl～NS，一 ‘ － 
N6～NlO, D029, S：計 12地点）である．

2005年5月に，各井戸において地下水面の

高さを測定するとともに，地下水の採水を

行った．鉛直方向での化学プロファイルを

確認するため，採水は，井戸孔内で採水器を

地下水面から井戸底に向かつて静かに沈め

ていき，スクリーンが設置しである深度ご

とに一定時間静止させた後ハンドポンプ

で吸引する，としづ方法で行ったなお，観

測時の気温は地下水温とほぼ等しかったこ

とから，地下水の対流による鉛直方向での

混合はないものとした．採水深度は，平均し

て地表面から約 20mであり，最大で約 50m

（地点 S）である．採水した地下水は，現地

において電気伝導度，水温， pHおよび溶存酸
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図1調査地域概要
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